
•【R5:先－16】 道の駅きくすいリニューアル＆小さな拠点整備における
 事業手法検討調査               （実施主体：熊本県和水町）

和水町基礎情報（R6.1.1時点）
・人口：9,082人
・面積：98km2

事業／施設概要 目的・これまでの経緯

【事業分野：道の駅、PRE活用】 【対象施設：道の駅、公共施設】 【事業手法：PFI方式、DBO方式】

調査のポイント

年次 取組内容
平成12年 道の駅きくすいオープン
平成31年 重点道の駅選定
令和元年 和水町道の駅等活性化協議会設置
令和4年 和水町道の駅きくすい（菊水ロマン館）基本計画策定

令和5年
道の駅きくすいリニューアル＆小さな拠点整備におけ
る事業手法検討調査（本調査）

「道の駅きくすい」では重点道の駅選定時の提案内容
の実現に取り組んできたが、地域振興施設である菊水ロ
マン館はオープンから20年以上が経過し設備等の老朽
化が進んでいる。

和水町では、町や道の駅が抱える課題への対応や道
の駅第3ステージの目指すべき姿の達成、提案内容の実

現には継続的な地域活性化に寄与する「小さな拠点」とし
てのリニューアルが適切であると考え、本調査では 「道
の駅きくすい」のリニューアルにおける官民連携手法を導
入する際の事業スキームを検討すると共に、導入の効果
及び課題を整理し、官民連携事業の実現可能性につい
て調査を行うことを目的とした。

有識者や関係機関等が参加する「和水町道の駅等活
性化協議会」を令和元年に設置し、活性化に向けた協議
・合意形成を継続的に行っており、本調査は、令和4年に

協議会での協議を経て策定した「和水町道の駅きくすい（
菊水ロマン館）基本計画」の内容を踏まえ、実施した。

菊水ロマン館

道の駅きくすい・
和水江田川ｶﾇｰ・ｷｬﾝﾌﾟ場

規模 所有者 管理運営者 ﾘﾆｭｰｱﾙ後

道の駅きくすい 約9,000㎡ 和水町・熊本県
指定管理者①

菊水ロマン館改
修・遊休地活用
整備を行い、一
体的な管理運営
を目指す。（歴史
民俗資料館は廃
止、機能移転）

（菊水ロマン館） 約2,070㎡（施設） 和水町

和水江田川ｶﾇｰ・ｷｬﾝﾌﾟ場 13,000㎡ 和水町 指定管理者②

肥後民家村 古民家13棟
和水町 和水町

（歴史民俗資料館） 約240㎡（延床）

遊休地 ― 和水町（一部民間） 和水町

活用検討区域（縄文の森） ― 和水町 和水町 周辺施設等とし
て連携江田船山古墳公園 ― 熊本県 和水町

・周辺公共施設（歴史民俗資料館等）の機能集約や、最新動向の反映（道の駅第3ステージ他）、重点道の駅提案内
容の実現を含めた、道の駅リニューアル（地域振興施設の改修）における官民連携の事業スキームを検討。

・DBO方式によるリニューアル整備と周辺施設等を含めた管理運営体制構築の実現性を確認。

道の駅周辺図（現状） 道の駅区域図（現状）



調査結果

•【R5:先－16】 道の駅きくすいリニューアル＆小さな拠点整備における事業手法検討調査
  （実施主体：熊本県和水町）

１．調査フロー ３．総合評価結果

事業化に向けた今後の展望

・事業方式の町内方針の決定
・事業費の精査（菊水ロマン館改修・遊休地整備等）
・公募内容の詳細検討（実施方針・公募条件等の検討、ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査 等）
・協議会の開催

・公募の実施
・事業者選定
・協議会の開催
・町分担箇所の設計

・工事
（和水町・事業者）
・協議会の開催

R6年度 R7年度 R8～9年度 R10年度

・供用開始
・協議会の開催

○事業化にあたっての課題 ： ①リニューアルに伴う事業費の精査と町による予算の確保、②より多くの事業者が参画しやすい公募条件の検討 等

４．調査結果まとめ

２．サウンディング調査
・道の駅等公共・公益施設の指定管理者の実績を有する民間事業者5者が参加。
。

基本計画（昨年度）

事業化検討

前提条件の整理

関係課等ヒアリング

基本方針の検討

関連計画・利用状況整理

・
・
・

まとめ（総合評価・ﾓﾃﾞﾙﾌﾟﾗﾝ）

事業化手法の検討

ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
事業手法・ｽｷ
ｰﾑの比較
(VFM算出等)

・現状の周辺施設の利用者数や維持管理費用
など各種データの情報収集に併せ、ﾘﾆｭｰｱﾙ時
の導入機能検討の視点として、道の 駅第3ｽ
ﾃｰｼﾞの目指す姿やﾆｭｰﾉｰﾏﾙに対応した取組
事例等、最新動向をあわせて整理

・廃止が決定している歴史民俗資料館のｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
機能や道の駅内に立地する移住定住ｾﾝﾀｰの
集約、ﾄｲﾚの改修（ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ・非接触化）等の導
入機能を更新、施設計画検討や管理運営の方
針設定（民間事業者による周辺含めた独立採
算での一体的な管理運営等）

・庁内関係課や周辺施設含めた現在の指定管
理者（2者）にﾋｱﾘﾝｸﾞを行い、公共・公益機能の
集約意向や道の駅の活用意向、現状の課題
（町・道の駅）等を多角的に把握

・「道の駅きくすい」リニューアルにおけるハード整備に関する事業手法はDBO
方式（又は従来方式）、管理運営は「道の駅きくすい」及び周辺施設を含めた
一体的な指定管理者制度による管理運営とする方針とした。（ただし、特殊な
管理運営ノウハウ（古民家の維持管理）が必要として管理運営範囲に含めな
い意向が高かった「肥後民家村」は、指定管理料の設定を今後検討）。

ハード整備

（菊水ﾛﾏﾝ館
改修・遊休
地整備）

・PFI-RO方式導入意向は低く、行政が資金調達を行う従来方式
（EOI方式含む）やDBO方式の導入意向が高い。

・物販飲食機能内装は事業者が整備する想定は可能。
・菊水ﾛﾏﾝ館内機能・規模は、公募時の提案自由度確保が必要。

管理運営 ・道の駅と遊休地（整備後）を指定管理（独立採算）の範囲に含める
想定は可能。（遊休地が利用できると参画のｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞとなる）
・非収益機能等の事業者側リスクを低減しつつ独立採算、特殊な管
理を要する肥後民家村は指定管理料の支払い（現状の維持管理
費程度）を想定することで、一体的な管理運営の可能性がある。

道の駅 ｶﾇｰ・

ｷｬﾝﾌﾟ場
遊休地

肥後

民家村

活用検討区域

（縄文の森）菊水ﾛﾏﾝ館

ハード
整備

DBO方式

（又は従来方式）
（現状維持）

町整備

（造成・
ｲﾝﾌﾗ）

（歴史民
俗資料館
は廃止）

（現状維持）

管理
運営

指定管理者 ※独立採算
（指定管理料無）

町直営

（連携検討）

指定管理料
支払い検討

事業ｽｷー ﾑ 従来方式 PFI-RO方式 DBO方式

ｽｷー ﾑ
ｲﾒー ｼ゙

ｻｳﾝﾃ゙ｨﾝｸ゙
〇（希望2者）
※重複含む

×（希望1者） 〇（2者）
※重複含む

VFM ― ×（-5.0%) ◎（5.6%)
・
・
・
・

総合評価 ●

その他、「民間ﾉｳﾊｳの発揮」「民間参画のしやすさ」「地元企業の参画可能性」「金
融機関の監視等」「市の調整事務負担」「財政負担の平準化」の項目から比較
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